
ATPとアルギニンリン酸（ArgP）とは？

ATPは，殻を開閉するときの貝柱の伸縮など，あらゆる生
命活動に必要なエネルギー成分です。無くなると死んでしま
うため，常に一定レベルに維持され，エネルギーの“貨幣”と
言われます。一方，ArgPは，ATPの補給源であり，エネル
ギーの“貯金”です。ATPが少なくなると，貯金であるArgP
を消費してATPが作られ，消費されたArgPは安静時に補
給されます。ArgPは，ホタテガイの活力レベルを表す有用
な指標とされています。
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ホタテ稚貝の活力回復試験

1．耳吊り時期のホタテ稚貝を10℃で1日干出

2．干出後のホタテ稚貝を酸素ナノ・マイクロバブル海水と
通常海水に浸漬

3．ホタテ貝柱中のアルギニンリン酸とATP量を測定

ストレス負荷
活力低下

ストレスを与えたホタテ稚貝を酸素ナノ・マイクロバブル海水と通常海水に浸けたときのホタテガイ
の活力に関係するエネルギー成分の回復時間を比較しました。

酸素ナノ・マイクロバブル海水は，短時間で効率的にホタテガイに酸素供給が可能です。
酸素をたくさん取り込むと体内でエネルギー成分が作られ活力が回復するため，へい死の
抑制が期待されます。
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ATP 酸素ナノ・マイクロバブル海水区
30分で回復

通常海水区
2時間後に回復

通常のバブル
ミリバブル/サブミリバブル
泡の大きさ＝100μm以上
目で見える大きさ
水中で急速に上昇し、水面で破裂

泡の大きさ＝1～100μm
わずかに目で見える大きさ
ゆっくり上昇し、水中で消滅

泡の大きさ＝1μm以下
目で見えない大きさ
浮上しにくく、水中に留まる

ナノ・マイクロバブルとは？

液体中に気体を多量かつ効率的に供給できます

特許第6898261号

通常海水区
DO値：約9mg/L

酸素ナノ・マイクロバブル海水区
DO値：約37mg/L
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